
原則としてよく効かせたい点眼剤を後に点眼する。

懸濁性点眼剤は水に溶けにくく吸収されにくいものも あり後から点眼する。
点眼液と眼軟膏の併用では眼軟膏は水性点眼液をはじくので後から点入する。
開封後の期限は、防腐剤無添加は10日前後、防腐剤添加は約1カ月、市販薬は3カ月
涙のpHが7.0～7.4なので、これに近い中性のものから先に使用する。

目薬の差し方
①手を石鹸と流水で洗う（手には多くの雑菌が存在するため）
②容器の先がまぶたやまつ毛に触れないようにする
（涙液が容器内に逆流し、点眼容器内の点眼液が眼脂などで汚染される恐れがあります）
③滴を点眼する
点眼した後はまばたきをせず、目を閉じ目頭を1~5分間軽く押さえます。 
（まばたきをすると薬が涙点（目頭の部分にある目と鼻をつなぐ穴）を通ってのどの方に逃げてしまいます。
口の中に苦味を感じるのはこのためです）
④2種類以上の目薬の場合はそれぞれ5分間は間隔を空ける
（ベンザルコニウム配合とパラベンやクロロブタノール配合を同時に使用すると、配合変化を起こす可能性がある。）
⑤あふれた点眼液は清潔なガーゼやティッシュでふき取る（あふれ出た点眼液は接触性皮膚炎の原因となることもある。）

目薬の原則

（最初に点眼した薬のほうが結膜嚢からの排出が大きい。例：ヒアレイン→クラビット）

（そのほうが低刺激で流涙が少なく、眼内移行の効率が高まる。）

目薬の順番（医師の指示優先で、下記は基本となる順番）
水性（無刺激）→5分間→水性（刺激）→5分間→懸濁性→10分間→ゲル化→30分間→油性→眼軟膏


